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はじめに 

 

令和６年度の普通会計に基づく「昭島市の財政」がまとまりました。令和４年度より、「昭

島市の財政」の平易版である「やさしい昭島市の財政」の内容を取り入れて作成し、昭島

市の財政をできる限りわかりやすく、身近に感じてもらえるようにしました。 

 

市制施行７０周年を迎えた令和６年度の決算は、歳入総額５３７億６千万円、歳出総

額５２２億５千万円で、形式収支は１５億円の黒字となり、翌年度へ繰り越すべき財源

を差し引いた実質収支においても１３億７千万円の黒字となりました。 

歳入では定額減税の影響等により個人市民税が減となり、また、特定企業の収益減等

により法人市民税が大幅な減となったことに加え、普通交付税不交付団体になった中

で、歳出においては物価高騰対策に係る事業や児童福祉費などの扶助費の増などによ

り、引き続き財源不足額が生じることとなり、財政調整基金の取崩しなどにより財源を

補塡することで、収支の均衡を図った決算となっています。 

 

本市では、厳しい財政状況が続く中で、平成６年度から長年にわたり事業の効率化への

取組を行ってきました。しかしながら、喫緊かつ重要な課題は山積し、市を取り巻く行財

政環境は、極めて厳しい局面に立ち至っています。 

 

このような状況下においても、市民サービスの向上を図るとともに、新たな行政課題に

対応していくため、今後もより効率的・効果的な予算配分及び予算執行を行い、持続可能

な財政基盤の堅持に努め、昭島市総合基本計画に掲げる将来都市像『水と緑が育む ふる

さと昭島』の実現と、多様性と意外性のある楽しいまちづくりを目指し、あらゆる分野で

市民の皆様の御期待に応えてまいりたいと存じます。 

また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率・資金不足比

率の概要も掲載しています。この小冊子が、本市の財政状況を御理解頂くうえでの一助と

なれば幸いです。 

 

引き続き市政運営に対しまして、御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 

令和７年１０月 

 

昭 島 市 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和６年度：市制施行７０周年記念ロゴマーク） 
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昭島市公式キャラクター アッキー＆アイラン、ちかっぱー 

 プロフィール 

 

     名前：アッキー（♂）                          名前：ちかっぱー 

    性格：元気、食いしん坊              好きなもの：きゅうり 

    好きなもの：学校の給食            

     趣味：サイクリング 

     特技：サッカー 

 

名前：アイラン（♀） 

性格：おしゃべり好き、きれい好き 

好きなもの：お花、アクセサリー 

 趣味：ショッピング 

 特技：小物作り 

 

 

なお、この冊子の内容は、昭島市公式キャラクターの 

アッキーと   アイラン、   ちかっぱーより一部説明が入ります。 

 

 

※ 令和６年度は、令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの期間です。なお、令和７年４月

１日から令和７年５月３１日までの出納整理期間の収支は、年度末までに終了したものとして処理

しています。 

※ 各表の計数は、原則として表示単位未満を四捨五入し、端数整理をしていないため、合計額等と

一致しないことがあります。 

※ 原則として、普通会計の決算数値を使用しています。普通会計とは、決算統計上の会計で、総務

省で定める基準により決算数値を整理したもので、各地方公共団体間の相互比較や時系列比較が可

能となるよう、全国統一に用いられる会計です。 

※ 本書中の「26市」とは、昭島市を含む東京都内26市です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



財 政 と は 

「財政白書を読み進める前に、財政とは何なのか話をしていこう。財政とは、みんな

から集めたお金をみんなのために使う仕組みのことで、みんなが住んでいる昭島市の

家計のようなものだよ。みんなが会社からもらう給料などで生活しているように、昭

島市もみんなが納めた税金、国や都の補助金などで学校の運営や道路の工事をしてい

るんだ。昨年度の昭島市の財政状況を家計に置き換えてみるとわかりやすいかな。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こうやって家計に置き換えてみるとすごくわかりやすいわね。」 

「そうだね。それでは、昭島市に入ってきたお金と使われたお金の内訳を次の頁から

詳しく見ていこう。」 

  

＜ 収 入 ＞ 
家 族 で 稼 い だ 額：市税、使用料・手数料、分担金・負担金など 
おじやおばからの仕送り額：国庫支出金・都支出金、地方譲与税、地方交付税、各種交付金 
貯 金 を 下 ろ し た 額：基金繰入金 
住宅ローンなど借金した額：市債 

   

＜ 支 出 ＞ 
生 活 費：人件費、扶助費、物件費、補助費等など 
家の新築・増改築費用：建設事業費   子どもへの仕送り額：繰出金 
貯 金 額：積立金     借 金 の 返 済 額：公債費   

 
1 

 

  

収入

支出

令和６年度の財政状況 

家計に置き換えてみる
と、家族で稼いだ額が全
収入の半分以下で、残り
の収入は仕送りや借金に
頼っていることがわかる
ね。 

家族で稼 

いだ額 

４７.２％ 

 

おじやおば 

からの 

仕送り額 

４６．９％ 

 

貯金を下ろした額 

３．０％ 

 

住宅ローンなどの 

借金した額 

２．９％ 

 

借金の返済額 

３．４％ 

 

家の新築・ 

増改築費用 

８．４％ 

 

 

貯金額 

３．３％ 

 

生活費 

７５．６％ 

 

 

子どもへの 

仕送り額 

９．３％ 
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財政規模 

歳入決算額の状況 

 

 

歳入決算額を市民一人当たりに換算すると 

・・・464,884円 

歳入総額
５３７億

５５４９万３千円

内訳：

個人市民税

７２億１３４３万３千円

法人市民税

１４億９２２５万６千円

固定資産税

９２億５１２０万円

軽自動車税

１億６４７５万５千円

市たばこ税

８億１０１５万７千円

都市計画税

１６億７１２６万６千円
国庫支出金

１１５億

５８２８万２千円

(２１.５％)

都支出金

８６億６７６５万

５千円

(１６.１％)

  

   

市税 

 １７８，１７８円 

 

市民税、固定資産税、都

市計画税などの税金 

 

国都支出金 

１７４，９１６円 

 

特定の事業（学校の改修

工事など）のために国や都

から支出されるお金 

 

その他      ９０,６３９円 

 

☆繰入金…基金や特別会計から一般会計に繰り入れられるお金 

 

☆地方交付税（普通交付税）…地方公共団体間での財源の均衡

化を図るため、国から交付されるお金のことで、国が定めた基準

によって計算された収入が支出より少ない場合に、その分を国が

配分して交付する制度。 

  

☆分担金及び負担金…市が行う特定の事業により利益を受ける人

が、その事業のために支払うお金（私立保育園に通う時に保育園に

支払う保育料など） 

 

☆各種交付金など…各種法令で定められた一定基準によって国や

都から市へ配分されるお金 

 

☆諸収入など…各種事業参加者負担金、有価物売却収入など 

市債 

  １３,２７８円 

 

建設事業などを行う際に

国・都・銀行などから長期

にわたり借り入れるお金 

 

使用料及び手数料 

  ７,８７３円 

 

自転車駐車場など市の施

設の使用料や、住民票・税

証明書の発行やごみ収集

袋代金などの手数料 

 

税金のほかにも、国都
支出金、使用料・手数
料、市債など、いろい
ろな収入があることが
わかるね。 

各種交付金など ４９億９６４６万１千円(９.３％) 

 内訳：地方消費税交付金   ２８億９１３５万５千円 

    地方特例交付金      ６億７８９２万３千円 

    法人事業税交付金    ５億７０１６万５千円 

    株式等譲渡所得割交付金 ３億２２１３万円 など 

市税 

２０６億３０６万７千円 

(３８.３％) 

市債 

１５億３５３０万円 

(２.９％)  

繰入金 
１６億９３３５万９千円 
 (３.１％) 

地方交付税 

７６５万１千円 

(０.０％) 

分担金及び負担金 

１億９１９３万円 

(０.４％) 

使用料及び手数料 

９億１０３９万円(１.７％) 

諸収入など ３５億９１３９万８千円(６.７％) 

内訳：繰越金 ２１億２８１１万４千円  

諸収入 １０億９２３５万５千円 など 
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目的別歳出決算額の状況 

 

  

市民一人当たり目的別分類 

    

    

民生費   ２２８，８２７円 

 

福祉サービスを行うために

使ったお金 

・保育園の運営 

・障害者や高齢者に対する

福祉サービスなど 

総務費    ６１，２９８円 

 

住民票やマイナンバーカー

ドの交付、税金の徴収、庁

舎の管理などを行うために

使ったお金 

・庁舎管理運営経費 

など 

 

  

教育費    ５４，５７９円 

 

教育などを行うために使っ

たお金 

・学校管理運営費 

・市民会館・公民館やスポ

ーツ施設管理費 

など 

衛生費    ３７，５２７円 

 

衛生的な生活を送るため

に使ったお金 

・ごみ収集やごみ処理 

・予防接種など 

 

土木費    ３２，２４４円 

 

道路の整備や管理などを

行うために使ったお金 

・道路の新設・維持管理 

・市街地・公園整備など 

 

 

公債費    １５，３１０円 

 

市債（市が借り入れたお

金）の返済のために使った

お金 

 

消防費    １２，８４０円 

 

消防活動、災害対策などを

行うために使ったお金 

・備蓄物資・食料購入 

・防災訓練経費など 

その他     ９，２６６円 

 

市議会運営、労働、農業、

商工振興に係る事業を行

うために使ったお金 

 

歳出総額 

５２２億 

５３０１万３千円 

民生費 

２６４億 

５９７６万２千円 

(５０.６％) 

消防費 

１４億８４７３万２千円

(２.８％) 

公債費 

１７億７０３５万９千円

(３.４％) 

その他 ４億４８４万７千円 (0.８％) 

 内訳：議会費  ３億４５５１万４千円 

    農林費     ５９３３万３千円 

総務費 

７０億 

８８０６万２千円 

(１３.６％) 

教育費 

６３億 

１１０２万１千円 

(１２.１％) 

衛生費 

４３億 

３９２７万６千円 

(８.３％) 
土木費 

３７億２８３８万

８千円 

(７.１％) 

 目的別歳出決算額

は、『何のため』に

お金を使ったかを示

しているんだ。 

目的別歳出決算額を市民一人当たりに換算すると・・・４５１，８９１円 

 

商工費 

１億９００８万７千円 

(０.４％) 

労働費 

４億７６４７万９千円

(０.９％) 
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性質別歳出決算額の状況 

 

 

 

性質別歳出決算額を市民一人当たりに換算すると・・・４５１，８９１円 

市民一人当たり性質別分類 

    

    

人件費    ５６，６２６円 

 

職員の給料などにかかった

お金 

・市長や市職員の給料 

・議員・委員報酬 

など 

 

物件費    ８１，１９７円 

 

行政サービスを運営する

ためにかかったお金 

・公共施設の管理費 

・委託料など 

 

扶助費    １６１，６３４円 

 

福祉サービス自体にかかっ

たお金 

・生活保護費 

・児童手当 

・保育所運営費など 

 

補助費等   ３９，３４３円 

 

補助金などとして支払った

お金 

・他団体(自治会など)への

補助金 

・謝礼金など 

普通建設事業費 

  ３７，９１３円 

建物の建設や大規模な改

修にかかったお金 

・道路の新設・改良 

・学校校舎の 

補修など 

 

公債費    １５，３１０円 

 

市債（市が借り入れたお

金）の返済のために使った

お金 

 

繰出金    ４２，１１２円 

 

国民健康保険、介護保険

など他の特別会計へ支払

ったお金 

 

その他   １７，７５６円 

 

維持管理費や基金への積

立金、貸付金など 

 

人件費 

６５億 

４７７６万３千円 

(１２.５％) 

歳出総額 

５２２億 

５３０１万３千円 

その他 ２０億５３１９万３千円 (３.９％) 

内訳：積立金  １７億３１７５万３千円 

維持補修費 ３億２１４４万円 

物件費 

９３億 

８８９８万７千円 

(１８.０％) 

扶助費 

1８６億 

９００１万３千円 

(３５.８％) 

普通建設事業費 

４３億 

８３９４億８千円 

(８.４％) 

補助費等 

４５億 

４９３２万円 

(８.７％) 

公債費 

１７億７０３５万９千円 
(３.４％) 

繰出金 

４８億 

６９４３万円 

(９.３％) 

 性質別歳出決算額は、

『どんなこと』にお金

がかかったかを示して

いるんだ。 
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令和６年度 昭島市の主な事業 

昭島市では、昭島市総合基本計画の施策大綱に基づき、『水と緑が育む ふるさと昭島』を 

実現するため、次のような事業を行いました。 

消防ポンプ車購入 医療救護事業
39,358千円 8,597千円

3,026千円

市民総合交流拠点施設整備事業 高齢者補聴器購入費補助
569,541千円 3,567千円

学校給食費無償化事業 義務教育就学児医療費助成事業
471,246千円 274,514千円

みほり体育館空調機器設置工事 文化財資料等電子化・公開事業委託
11,502千円 2,251千円

公共施設太陽光発電設備等設置工事 庁舎外構水景施設（せせらぎ）改修
17,710千円 14,949千円

都市計画道路３・４・１号整備事業 公園・児童遊園のトイレ改築工事
766,243千円 61,430千円

高齢者就労支援施設整備事業 イベント事業の拡大（くじら祭、産業まつり、
郷土芸能まつり） 33,487千円

水道料金・下水道使用料減免事業 庁舎事務室等改修工事
60,940千円

16,801千円

新しい給水スポットの設置及び
オリジナル水筒の作成 23,749千円 2,253千円

市 制 施 行 ７ ０ 周 年 記 念 事 業

市制施行７０周年記念式典開催事業

計 画 実 現 の た め に

492,647千円

62,923千円

生 活 を 支 え 、 活 力 を 生 み 出 す ま ち

「書かない窓口」システム導入事業

安 全 で 安 心 し て 住 み 続 け ら れ る ま ち

互 い に 支 え 合 い 、 尊 重 し 合 う ま ち

文 化 芸 術 、 ス ポ ー ツ の 振 興 を 図 る ま ち

未 来 を 担 う 子 ど も た ち が 育 つ ま ち

環 境 負 荷 を 低 減 し 、 水 と 緑 の 自 然 環 境 を 守 る ま ち

快 適 で 利 便 性 に 富 ん だ ま ち

自転車ヘルメット購入費補助

 
 

 
令和６年度に実施した主な事業を見てみると、昭島市はいろいろな事業を行
っていて、たくさんのお金を使っていることがわかるね。これも、市民の皆
さんの税金がもとになっているから、大切に使っていく必要があるね。 
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決算規模の推移 

「それでは、まず令和６年度の決算規模を見てみよう。歳入は、定額減税の影響等により個人市民

税が減となったことに加えて、令和５年度に大幅増になっていた特定企業の法人税が平年ベース

に戻ったことから、総額で前年度より１６億２０１万９千円の減となったよ。また、普通交付税

が不交付となったことも減の要因になっているんだ。歳出は、物価高騰対策に係る事業や学校給

食費無償化事業など未来に向けた投資である子育て支援策の増はあるけど、学校給食共同調理場

整備事業や庁舎外壁等工事などの普通建設事業費が１２億５４９８万８千円減となったことで、

総額で前年度より９億７６３８万５千円の減となったんだ。 

 

 

 

 

 

 

「決算額の推移をみると令和２年度からすごく決算額が増えているわね。どうしてかしら？」 

「それは、新型コロナウイルス感染症対策や物価高騰対策に係る経費などにたくさんのお金が

かかったからなんだよ。社会情勢や経済動向などの影響を大きく受けることがわかるね。」 

実質収支及び単年度収支の推移 

「実質収支✐は１３億７千万円の黒

字で、都内の全市と同様に黒字を保て

ているんだ。ただし、実質収支の中には

令和６年度中に収入した国都支出金の

うち令和７年度に返還する額２億９千

万円が含まれているんだ。なお、前年度

からの繰越金を除いた単年度収支✐は

５億１千万円の赤字となったんだ。」 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

実質収支 

 

： 歳入から歳出を単純に引いた｢形式収支｣から、翌年度に繰り越すべき財源を控除した決算剰余

金。(赤字の場合は純損失) 

※実質収支＝歳入決算額－歳出決算額－翌年度へ繰り越すべき財源 

単年度収支 ： ｢実質収支｣は前年度以前の収支の累積であるのに対し、単年度収支は当該年度だけの収支を捉

えるものです。 

※単年度収支＝実質収支－前年度実質収支 
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歳入決算額の特徴・推移 

「それでは令和６年度の歳入の特徴と推移を見ていこう。新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金の減があったけど、学校給食費無償化支援事業補助金の増などから、国都支出金は

２億３千万円増えて２０２億３千万円となったんだ。でも、定額減税の影響などから市税全体は

206億円で、令和５年度から19億３千万円減となったんだ。また、普通交付税が不交付になった

ことで、歳入全体では令和５年度より１６億円減って５３７億６千万円となったんだ。」 

「前年度より減ってはいるけど、いろいろなお金がたくさん昭島市に入ってきているのね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「次に上のグラフをみてみよう。まず市税は、歳入全体の４割ぐらいを占めていて、市の基幹的収

入となっているんだ。市税は、景気の動向などによって変動して、大きく減ってしまうと事業

を実施するためのお金が不足してしまうから、市税の動向は常に注視していくことが大切なん

だ。国都支出金は国や都の政策による事業や普通建設事業などがどれぐらいあるかによって毎

年変動しているけど、令和２年度以降は新型コロナウイルス感染症対策や物価高騰対策として

たくさん国や都の施策があったから増えているんだ。特に、令和２年度は特別定額給付金支給

事業などにより大幅に増えているんだ。国都支出金は使い道が決まっていて、自分たちで自由

に使えるお金ではないんだ。単純に歳入の増減だけではなく、どういった種類の歳入が増えた

かが重要になるんだよ。」 

「なるほど。勉強になるわね。その他の歳入はどうなのかしら。」 

「その他の歳入は、地方消費税交付金などの各種交付金のほか、地方交付税、諸収入、繰越金、繰

入金などが挙げられるよ。各種交付金や地方交付税、市債などの動向や翌年度への繰越金の増

減などによって、毎年変動しているんだ。令和６年度が令和５年度と比べて減っているのは普

通交付税不交付団体になったりしたからなんだ。」 
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市税収入の特徴と推移 

「市税は総額で2０６億円納められて、

前年度と比べると１９億３千万円減

となったんだ。」 

「前年度より減っているのはなんでな

のかしら。」 

「それは、定額減税の影響と前年度に

大幅増となった特定企業の法人税割

が平年ベースになり、法人市民税が

大幅減となったからなんだ。」 

 

「次は市税を期間内に納めてくれない

滞納と徴収率について話していこう。

まず、令和６年度の滞納額は２億４千

万円で前年度と同じだったんだ。徴収

率も前年と同じ98.9％だったんだ。」 

「払われていないお金ってそんなにた

くさんあるのね。」 

「そうなんだ。税金は公平に負担して

もらわないといけないから、昭島市で

はコンビニ収納やキャッシュレス決

済（クレジットカードやスマートフォ

ン決済アプリによる収納）の導入など

も進めていて、市民が納税しやすい環

境を整えているんだ。」 

「そうなのね。これ以上滞納が増えな

いようにしたいわね。」 

 

「ちなみに、市税の徴収率は、平成22年度から上昇傾向にあって、令和６年度は前年度と同様の

98.９％となったけど、26市平均徴収率 9９.０％と比べると、0.１ポイント低い状況だよ。」 

 

令和６年度の個人市民税の市民一

人当たりの負担額は６２，３８３円

で、26市の平均７６，５９４円に比

べ １４，２１１円低く、また、法人

市民税や固定資産税などを含めた市

税全体の市民一人当たりの負担額は

１７８，１７８円となり、26市の平

均１８３，８９３円に比べ５，７１５

円低い水準となっています。 
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地方交付税の推移 

「地方交付税✐のうち普通交付税✐は平成

16年度から交付されない不交付団体とな

ったけど、平成22年度より再び交付を受け

ることになったんだ。令和４年度は普通交

付税は交付されなかったけど、令和５年度

は交付されたよ。でも、令和６年度は令和４

年度と同様に、基準財政収入額が増となっ

て、普通交付税が交付されなかったんだ。国

の財源不足で、国が交付税として交付すべ

き金額の一部を地方自治体が借金して賄う

制度として臨時財政対策債の制度があるん 

だけど、令和６年度は不交付団体だったことで借り入れはなかったよ。」 

「普通交付税は交付されなかったんだね。特別交付税はどうだったのかしら？」 

「普通交付税の算定とは別に、災害や基地対策経費など特別な事情による歳出に対して交付され

る特別交付税は、約８百万円の交付を受けたんだ。」 

一般財源の推移 

「一般財源には、市税、地方譲与税、各種交付金や地方交付税に加え、臨時財政対策債、財政調

整基金繰入金などがあるんだ。国・都支出金や使用料、手数料などの使途が限定されている特

定財源とは違って、地方自治体が自由に使えるお金だから、一般的に歳入総額に占める一般財

源の比率が高ければ高いほど、財政の自立性・弾力性が高いといえるんだ。」 

「昭島市の一般財源の比率はどれぐらいなの？」 

「令和６年度の一般財源は、地方交付税や市税の

減から、前年度と比較して２７億１千万円減の

３１０億円となったよ。特定財源は学校給食費

無償化支援事業補助金の増などの都支出金の

増などから、前年度と比較して１１億１千万円

の増となったよ。特定財源が増え、一般財源が

減ったことから、一般財源比率✐は５７.７％と

なり、３.２ポイントの減となったんだ。」 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

地方交付税 ： 普通交付税と特別交付税があり、その財源は、法人税、所得税、消費税、酒税、たばこ税の国税5税の一定割

合と、国の一般会計からの加算や交付税特別会計における借入金です。このうち94%が普通交付税として、6%

が特別交付税として交付されます。 

普通交付税 ： 地方自治体の財源を保障する機能と調整する機能があり、国の基準に基づき算定した標準的な歳入額が標準

的な歳出額に対して不足する場合、その分を国が自治体に配分して交付する制度 

一般財源比率 ： ※一般財源比率 ＝ 一般財源 ／ 歳入総額 

歳入に占める一般財源の比率が高いほど、自治体が独自の事業を展開することができることを示しており、財

政の健全性を見る指標の一つになります。 
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自主財源・依存財源の推移 

「令和６年度の自主財源✐の総額は２６９

億９千万円で、歳入総額に占める割合は５

０.２％となっているよ。令和６年度は依

存財源✐が前年度とあまり変わらないけ

ど、市税などの減に伴い自主財源が減した

ことから、自主財源比率✐は、前年度と比

較して１.５ポイント減少したんだ。」 

「自主財源比率は令和元年度の水準まで戻

っていないし、国や都の支出金などの依存

財源にまだまだ頼っている状況なのね。」 

「そうだね。依存財源に頼っているから、財政

の自立性がその分失われているんだ。ちなみに、自主財源比率の26市平均は４９.８％で、昭

島市は平均を０.４ポイント上回っているよ。」 

国・都支出金の推移 

「令和６年度の国・都支出金✐は合計で２

０２億円、歳入全体に占める割合は３７.

６％になっているよ。このうち生活保護費、

児童手当、保育所運営費などの扶助費に充

てられた金額は１３３億円で、国・都支出

金総額の約７割を占めているんだ。また、

令和６年度の普通建設事業費への充当額

は、都市計画道路３・４・１号（第１期）

整備事業などの増はあるけど、学校給食共

同調理場整備工事費交付金や庁舎外壁等

改修工事費補助金などの減に伴って、前年

度と比べて４億円の減となる１７億４千

万円となったんだ。」 

 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

自主財源 ： 市税、分担金及び負担金、使用料・手数料、財産収入など、市が独自に収入できる財源。自主財源

の比率が高いほど、行政の自主性と安定性が確保されることになります。 

依存財源 ： 地方交付税、地方譲与税、国･都支出金、市債など、国や都から交付される財源。 

自主財源比率 ： ※自主財源比率 ＝ 自主財源 ／ 歳入総額 

国・都支出金 ： 法令により自治体への支出が義務付けられている「負担金」：生活保護費負担金など 

一定の政策目的の遂行又は奨励のために交付される「補助金」：学校施設環境改善交付金など 

国の事務が自治体に委託されたときに事務経費として交付される「委託金」：国民年金事務取扱費

委託金など 
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財源不足への対応 

「市税は、コロナ禍からの社会経済の回復などもあって各税目増加傾向にあったけど、令和６年度

は定額減税の影響から減となってしまったんだ。そうした中でも、物価や賃金の上昇等による経

常経費の増や子育て支援などに関わる扶助費の増、高齢化社会の進展による介護保険特別会計、

後期高齢者医療特別会計への繰出金の増など、今後もたくさんの事業を行っていかなければなら

ないから、たくさんのお金がかかることが見込まれているんだ。」 

「そうなのね。たくさんの事業をするためのお金はどうやって賄うのかしら？」 

「そういった厳しい財政状況下では、基金の取崩しをしたり、特例地方債✐の借入れをして、お金

を賄っているんだ。令和６年度は普通交付税算定の結果、不交付団体になり発行できなかったけ

ど、令和５年度は特例地方債である臨時財政対策債を４千万円借入れたんだ。基金は、当初、財

政調整基金を２２億７０００万円取り崩す予定だったけど、８億円に抑えた結果、令和６年度末

には財政調整基金の残高が９２億円となり、令和５年度末残高と同程度の残高になっているよ。」 

 

「不測の事態に備えるためにも、今後もしっ

かりと基金に積み立てておくことが大事な

のね。」 

「そうだね。今後、財政調整基金がなくなら

ないようにすることはもちろんのこと、特例

地方債の返済額が多すぎて困ることのない

よう、先を見通した財政運営をしていくこと

が必要となるね。また、これから大規模普通

建設事業も控えているから、建設事業債と公

共施設整備等資金積立金についても、先々の

残高がどうなるか考えながら、計画的に活用

していかなければならないね。引き続き、基

金の取崩しと市債の借入れのバランスに気

を配りながら、財政運営を行っていく必要が

あるね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

特例地方債 ： 地方一般財源の不足に対処するため、投資的経費以外の経費にも充てられる、地方財政法第5条の特

例として発行される地方債のことで、臨時財政対策債や減収補塡債などがこれにあたります。 
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歳出決算額の推移 

「それでは令和６年度の歳出の特徴をみていこう。令和６年度の歳出は５２２億５千万円で、学

校給食費無償化事業などの子育て支援策や物価高騰対策に係る事業の増はあったけど、学校給食

共同調理場整備事業や庁舎外壁等改修工事などの普通建設事業費の減などにより、対前年度比９

億８千万円の減となったんだ。」 

性質別歳出額の推移 

「次に性質別歳出をみてみよう。義務的経費✐である人件費、扶助費及び公債費のうち、人件費は

会計年度任用職員を含めた期末勤勉手当の増などにより前年度と比較して６億３千万円の増、扶

助費は定額減税調整給付金の増などにより、対前年度比７億７千万円の増となったんだ。普通建

設事業費については、学校給食共同調理場整備事業などの減により、対前年度比１２億５千万円

の減となったんだ。また、その他の歳出については、学校給食費無償化事業に伴う物件費の増な

どはあるけど、財政調整基金積立金の減による積立金の減などがあったよ。これらにより、歳出

総額で対前年度比９億８千万円の減となったんだ。」 

「なるほど。義務的経費で歳出の半分ぐらいを占めているのね。」 

「そうだね。特に、扶助費は２６市の平均と比べても額が大きいけど、なかなか減らすことができ

ない経費で、今後も増加傾向にあるから、動向を注視していく必要があるんだ。」 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

義務的経費 ： 地方公共団体の歳出のうち、その支出が義務付けられ任意に削減できない経費をいい、人件費、

扶助費及び公債費の三つの経費がこれにあたります。 
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人件費の推移 

「次は、人件費✐をみていこう。人件費の決算額は６５億５千万円で、前年度と比較して６億３

千万円、１０．７％の増となったんだ。この要因は、会計年度任用職員を含めた期末勤勉手当な

どが増したためなんだ。」 

「人件費だけでみても、たくさんのお金がかかっていることがわかるわね。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度決算では、市民一人当たりの人件費は56,626円となり、26市の平均60,413円と比

較して3,787円低い水準となりました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

人件費 ： 職員、議員や非常勤職員に対し勤労の対価、報酬として支払われる経費です。 

61
58

55 54 53

61 59 58 59

66

39 38 36 35 35 35 34 34 35 37

643 632 634 631 626 640 639 647 648 660

0

200

400

600

800

0

20

40

60

80

27 28 29 30 元 2 3 4 5 6

人
億円

年度

人件費、職員給及び職員数の推移

人件費 うち職員給 職員数

今後も、適切

な人件費につ

いて考えてい

くことが必要

です。 
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扶助費の推移 

「次に扶助費をみていこう。令和６年度の扶助費の決算額は１８６億９千万円で、前年度と比較

して７億７千万円、４.３％の増となったんだ。これは定額減税調整給付金や私立保育所運営事業

委託の増などが主な要因となっているんだ。」 

「１８６億９千万円！？すごいたくさんのお金がかかっているのね。」 

「そうなんだ。扶助費は、性質別歳出における最大の歳出項目となっているんだ。また、下のグ

ラフからも分かるとおり、扶助費の決算額は増加傾向にあり、扶助費のあり方については、給付

水準や給付と負担のバランスなどについて幅広い論議が必要なんだ。」 

 

 

✐扶助費各項目については、下欄の用語解説を参照 

 

市民一人当たりの扶助費は

161,634円となりました。これ

は26市の平均149,883円と比

較すると11,751円高く、26市

中９番目に高い水準です。 

 

 

 

 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

扶助費 ： 社会保障制度(生活保護法・児童福祉法等)の一環として、現金や物品等を支給する経費です。 

児童福祉費 ： 保育所の運営費や児童手当等です。 

生活保護費 ： 生活保護費：生活保護法による生活、教育、医療扶助等です。 

社会福祉費 ： 身体、知的障害者等への支援費等です。臨時福祉給付金を含みます。 
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令和６年度の昭島市の公債費の負担額は他市

と比べると低い水準ですが、今後も大規模建

設事業の実施等により市債の借入れが予定さ

れており、その動向は注視が必要です。 

公債費の推移 

「次に公債費✐をみていこう。令和６年度の公債費の決算額は１７億７千万円で、前年度と比較

して６千万円、３.２％の減となったんだ。これは、平成15年度に借り入れた臨時財政対策債や

都市計画道路整備事業債の償還が終了したことなどが主な要因なんだ。」 

「そうなのね。令和４年度は繰上償還したことで増えたけれど、令和５年度と令和６年度は減っ

ていて安心したわ。」 

「公債費は、平成26年度までは上昇が続いていたけど、減税補塡債などの償還終了に伴い平成

27年度に大きく減に転じてから、「返す以上に借りない」よう一定の抑制に努めてきたんだ。で

も、財源不足を補塡するための特例地方債である臨時財政対策債✐の借入れに頼らなくてはいけ

ない状況の中、今後は大規模建設事業の実施にあたり「返す以上に借りなければならない」状況

が見込まれること、また、臨時財政対策債や財政調整基金の繰入れに頼っている状況にあること

などから、公債費の今後の動向をしっかりと把握する必要があるんだ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民一人当たりの公債費は15,310円とな 

り、26市の平均18,839円に比べ3,529円 

低い水準で、26市中22位に位置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

公債費 ： 市が借り入れた借金(地方債)の元金及び利子の償還額(返済額)です。 

臨時財政対策債 ： 地方財源の不足に対処するため、特例措置として地方交付税算定上の一定の数値により発行を

許可される地方債です。 
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令和６年度は国及び東京都などの補

助制度を活用する中で、学校給食共同

調理場整備事業や市民総合交流拠点施

設整備事業などを実施し、厳しい財政

状況の中においても、快適な学校給食

の環境整備と市民の交流の場の環境整

備などを推し進めました。 

 

普通建設事業費の推移 

「それでは、普通建設事業費をみていこう。

令和６年度の普通建設事業費✐の決算額

は４３億８千万円で、前年度と比較する

と１２億５千万円、２２.３％の減となっ

たんだ。」 

「１２億円も減ったのね。ずいぶん減った

ようだけど、要因はなんなのかしら。」 

「それは、令和５年度に実施していた学校

給食共同調理場整備事業や庁舎外壁等改

修工事の減が主な要因なんだ。普通建設

事業費は年度ごとの事業計画などにより 

大きく変動するんだ。ちなみに、市民一人当たりの負担額は37,913円で、26市の平均42,129円

と比較して4,216円低い水準となっているよ。」 

 

「令和６年度の普通建設事業費に対する

一般財源✐の充当額は５億８千万円で、

普通建設事業費総額に占める割合は  

1３.２％になるよ。事業費の８割以上は

国や都からの補助金や市債の借入れによ

り対応しているんだ。これは普通建設事

業費などの投資的経費に一般財源をまわ

す財政的な余裕がなくなっていることの

表れでもあるんだよ。」 

「昭島市の財政状況もなかなか厳しい状

況なのね…。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

普通建設事業費 ： 施設や道路の建設及び土地取得など財産(社会資本)を形成する事業に使われる経費です。 

一般財源 ： 使途が特定の目的に限定されていないどんな経費にも自由に使える財源のことで、市税、地方交

付税、利子割交付金、地方消費税交付金などが主なものです。 
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その他の経費（物件費・補助費等・繰出金） 

「今まで挙げてきたものの他に、物件費✐、

補助費等✐、繰出金✐、維持補修費及び積

立金などがあるんだ。令和６年度のその他

の経費の決算額は２０８億６千万円で、前

年度と比較して１０億７千万円、４.９％の

減となったんだ。」 

「そうなのね。その他の経費は前年度より

少し減っているけど、なんでかしら。」 

「減ったのは、積立金が１７億３千万円、

前年度と比較すると５９.１％の大幅減と

なったことが要因だよ。 

その一方で、物件費は増えているんだ。物件費は９３億９千万円、前年度と比較して１３億６千

万円、１７.０％の増となったんだ。これは学校給食費無償化事業や標準準拠システム環境整備等

委託の増などが主な要因となっているよ。ちなみに、市民一人当たり物件費は81,197円で、26

市の平均77,081円より4,116円高い水準となっているんだ。物件費は、市民サービスの維持向

上と行政運営の効率化を図るために積極的に行政のデジタル化などを推進している中で、今後増

加していくことが見込まれているんだ。」 

「そうなのね。昭島市の今後の財政環境を考慮すると、少しでも抑制していくことが必要ね。」 

「次に補助費等は、４５億５千万円で、前年度と比較して１億４千万円、３.１％の減となったん

だ。これは国・都支出金過年度返還金などが減ったからなんだ。そして、最後に繰出金は、４８

億７千万円で、前年度と比較して１億８千万円、３.８％の増となったんだ。繰出金には国民健康

保険特別会計、中神土地区画整理事業特別会

計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別

会計への繰り出しがあって、一般会計を圧迫

する要因となっているんだ。」 

「その他の経費についてもたくさんのお金     

がかかっているのね。」 

 

 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

物件費 ： 人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外の消費的性質の経費の総称です。 

補助費等 ： 一部事務組合への負担金や各種団体への補助金など、市町村が他の市町村や民間へ目的を達

成するために現金支給する経費です。 

繰出金 ： 一般会計と特別会計や、特別会計相互間に支出される経費です。 

なお、下水道事業会計は令和２年度より地方公営企業法の規定を適用する団体となったため繰出

金でなく、補助費等での計上となります。 
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消費税率が引き上げされた分は、社会保障施策に要する経費に充てるよ

う、法律で定められています。社会保障施策に要する経費とは、社会保障

４経費（年金・医療・介護・子ども子育て）のことで、社会福祉・社会保

険・保健衛生の各分野の経費を加えた総称を言います。 

社会保障施策に要する経費 

「消費税率の引上げ✐に伴い、平成26年度より、地方消費税交付金の一部として社会保障財源

化分が交付されているんだ。この収入については、社会保障４経費その他社会保障施策に要する

経費に充てるものとされているんだ。」 

「そうなのね。社会保障施策に係る経費にいくらぐらい充てているの？」 

「令和６年度の社会保障財源化分は1７億３千万円で、下の表にある社会保障施策に要する経費

の一般財源分に充てたんだ。」 
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消費税率の引上げ ： 平成26年４月1日より5.0％から8.0％へ、令和元年10月１日より10.0％へ引上げとなりました

が、これは消費税・地方消費税の合算で、地方消費税は1.0％から2.2％の引上げとなりまし

た。 

（単位：千円）

（単位：千円）

国都支出金 地方債 その他

社 会 保 障
財源化 分の
地方消 費税
交 付 金

その他

障 害 者 福 祉 事 業 3,368,383 2,457,511 445 99,000 811,427

高 齢 者 福 祉 事 業 191,145 48,336 13,009 29,000 100,800

児 童 福 祉 事 業 10,528,935 7,833,862 354,946 993,584 1,346,543

母 子 福 祉 事 業 521,404 193,805 951 52,000 274,648

小　　　計 14,609,867 10,533,514 0 369,351 1,173,584 2,533,418

介 護 保 険 事 業 1,319,248 79,803 0 225,000 1,014,445

国 民 健 康 保 険 事 業 425,619 319,214 0 33,000 73,405

小　　　計 1,744,867 399,017 0 0 258,000 1,087,850

高 齢 者 医 療 事 業 1,285,594 200,646 0 115,000 969,948

健 康 増 進 対 策 事 業 129,158 25,909 107 13,000 90,142

疾 病 予 防 対 策 事 業 637,982 50,632 33,774 144,000 409,576

母 子 保 健 事 業 290,404 196,101 2,074 23,000 69,229

医 療 提 供 体 制
確 保 事 業

37,219 12,227 0 3,000 21,992

小　　　計 2,380,357 485,515 0 35,955 298,000 1,560,887

18,735,091 11,418,046 0 405,306 1,729,584 5,182,155

※介護保険事業、国民健康保険事業及び高齢者医療事業に要する経費は、一般会計繰出金から
　人件費等を除いた額。

一 般 財 源

社
会
福
祉

総　額
地方消費税交付金

一般財源分 社会保障財源化分

社
会
保
険

保
健
衛
生

合　　　計

2,891,355 1,161,771 1,729,584

事　業　名 経　費

財　源　内　訳

特 定 財 源
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森林環境譲与税を活用して、

木材の利用や普及啓発などの

取組などを行いました。 

森林環境譲与税の使途 

「森林環境譲与税✐は令和元年度より譲与が開始されていて、市町村においては間伐や人材育

成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の『森林整備及びその促進に関する費用』に

充てるものとされているんだ。」 

「昭島市はどんな事業に充てたのかしら？」 

「令和６年度は、下の表にあるとおり、市民球場の周辺ベンチ等設置などに使用した木に充てて

いるよ。また、積み立てている基金は令和７年度竣工予定の市民総合交流拠点施設内の木質化及

び木材製品の導入に充てる予定なんだ。」 

 「森林環境譲与税は様々な木材利用に充てられているんだね。」 

 

 
 

  

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

森林環境譲与税 ： 森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保するため、森林環境税（令和５年度まではその

相当額）を、市町村や都道府県に対して、私有林人工林面積、林業就業者数及び人口による

客観的な基準で按分し、譲与されています。 

単位：千円

森林環境譲与税 その他財源 一般財源

民間保育所等整備工事補助 55,779 98 55,681 0

中神小学校木工品製作 496 496 0

市民球場周辺ベンチ等設置 7,964 4,549 3,415

木材利用等に係る基金積立 7,820 7,820 0

木材利用等に係る基金の状況

15,367 7,820 23,187

事業名 事業総額

令和５年度譲与分までの積立額 令和６年度譲与分積立額 令和６年度譲与分までの積立額

（市民球場周辺サークルベンチ） （市民球場周辺ひのきベンチ） 
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財政の弾力性・健全性 

経常収支比率の推移 

「それでは、経常収支比率についてみていこう。経常収支比率は、市税のように毎年入ってくる

ような収入に対して、必ず支払わなければならないお金がどれぐらいあるのかを示す割合のこと

で、数値が低いほど、市独自の事業など自由に使えるお金が多いということになるんだ。一般的

に80％を超えると財政の弾力性を欠いている状態にあると言われているよ。」 

「そうなのね。昭島市の比率は何％なのかしら。」 

「昭島市の比率は、平成19年度以降90％を超え、非常に高い状況が続いてきたんだ。令和３年

度は90％を下回ったけど、令和４年度は90％を超えたんだ。その後、令和５年度は90％を下回

ったけど、令和６年度は再び90％を超えてしまったよ。この要因は、経常収支比率の分母となる 

歳入において、令和５年度に一時的な増が

あった法人税割が平年ベースになったこと

や、普通交付税が不交付となったことが挙

げられるよ。経常収支比率は前年度から

9.8ポイント増の94.4％となったんだ。」 

「また比率が上がってしまったのね。他

の市と比べてみてどうなのかしら。」 

「26市の平均91.2%より高い水準に

あるんだ。とはいえ、昭島市を含めどこ

の市も高い比率となっていて、どこの市

も政策的に使えるお金が少ない状態に

あると言えるね。」 

「次に、経常一般財源についてみてい

こう。歳入経常一般財源✐が歳出経常経

費充当一般財源✐を上回るほど、市民要

望を実現する新規事業などの自主的な

施策の充実を図ることができるんだ。令

和６年度は市税や普通交付税などの減

に伴い歳入経常一般財源は対前年度比

16億円の減となったんだ。今後も積極

的に各種事業を展開していくためにも、

引き続き歳出経常経費の伸びを抑え、財

政の弾力性の回復を図る必要があるね。」 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

歳入経常一般財源 ： 一般財源のうち、市税(都市計画税を除く)や地方消費税交付金など安定的に収入されるものをい

います。 

歳出経常経費充当一般

財源 

： 人件費や扶助費など行政活動を行う上で経常的に支出される経費に対して、国や都からの補助

負担金などを除いた一般財源充当額。  

93.0
95.2

92.8

90.9

93.9

92.4

84.1

93.9

84.6

94.4

88.2

91.2 90.9

91.9

92.1 90.6
87.8

89.2

90.2 91.2

96.7

103.5

105.8

100.7

102.6

100.2

97.4
99.1 99.1 99.3

80.8 80.8
82.1

83.9 84.3 84.2 83.1
81.2

79.5 79.2

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

27 28 29 30 元 2 3 4 5 6

％

年度

経常収支比率の推移

昭島市 26市平均 最大 最小

215

207
213 216 214 219

240

228

256

240

205 200 203 204 205 207 209 214 217

227

160

180

200

220

240

260

27 28 29 30 元 2 3 4 5 6

億円

年度

経常一般財源の推移

歳入経常一般財源 歳出経常経費充当一般財源



 

 

 

 
21 

 

  

市債現在高の推移 

「ここでは市債についてみていこう。まず、市債には学校や道路などの建設資金として借り入れ

る「建設事業債」と、地方の財源不足を補うために特別に借入れが認められる減税補塡債✐や

臨時財政対策債などの｢特例地方債｣があるんだ。令和６年度の市債借入額は１５億４千万円で、

建設事業債の借入れが行われたんだ。」 

「令和６年度は前年度より借入額が減ったのね。」 

「令和６年度は令和５年度と比較して普通建設事業費が減ったこともあって借入額が減ったん

だ。一方で、臨時財政対策債については発行可能額がなかったから借入を行っていないんだ。 

 今後の収入の動向は不透明だから、必要に応 

  じて建設事業債と特例地方債の借入れを合 

  わせて行っていくことを見込んでいるんだ。」 

「建設事業債が少し減ったのは普通建設事

業費が影響していたのね。これからも自主・

自立した財政運営ができるように、歳入の

確保と歳出の抑制が課題となるわね。」 

「次に市債現在高についてみていこう。建

設事業債は前年度より増えたけど、特例地

方債は建設事業債の増以上に減となったか

ら、前年度と比較して１億７千万円減の１

６３億円となったんだ。今後も都市計画道

路３・４・１号整備事業や保健福祉センター

大規模改修事業などの大規模建設事業が見

込まれているから、建設事業債を計画的に

活用していく必要があるんだ。」 

 

 

 

 

 

市民一人当たりの市債現在高は140,937

円となり、26市の平均177,224円に比べ

36,287円低い水準で、昭島市は26市中低

い方から７番目です。 

 

 

 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

減税補塡債 ： 国の景気対策としての減税の影響による市税収入の減少分を補うために発行が許可される地方

債。（平成6年度～8年度 平成10年度～18年度） 
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他市と比べて少ない

水準ですが、市債現在

高については今後も

注視が必要です。 
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基金現在高の推移 

「それでは、基金についてみていこう。昭島

市では、財政調整基金のほか公共施設整備等

資金積立基金などの特定目的基金を設置し

財政運営を行っているんだ。」 

「財政調整基金と特定目的基金の違いはな

んなの？」 

「財政調整基金は年度間の財源調整を行い、

財政の健全な運営を図るために、特定目的基

金は公共施設整備や単年度の退職者数の大

幅な増加など一時的に多額の費用がかかる

特定の事業に対応するために積み立ててい

る基金のことなんだ。」 

「なるほど。いろいろな基金があるのね。昭

島市の基金はどれぐらいあるのかしら。」 

「令和６年度については、財政調整基金８億

円や公共施設整備等資金積立基金３億円の

取崩しなどを行った一方、基金合計で１７億

３千万円の積立てを行ったことから、基金残

高は前年度より増加し、全体で19５億７千

万円となったんだ。また、令和５年度から新

たに中神駅北側地域整備事業運営基金の積

立てを開始したんだよ。」 

「令和６年度は基金現在高が増加したけれど、 

今の社会情勢や物価高騰などの状況を考える 

と今後取崩しする額が増えていきそうね。」 

「そうだね。市税の増も見込まれているけど、大規模建設事業の実施や児童福祉費などの扶助費、

燃料費や物価の高騰による経常経費の増加などにより、基金取崩しをせざるを得ない状況が見

込まれていて、引き続き厳しい財政運営が予測されているんだ。」 

 

市民１人当たりの基金現在高は、

169,252 円 と な り 、 26 市 の 平 均

120,807円に比べ48,445円高い水準と

なっています。本市は26市中高い方から５

番目です。 
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健全化判断比率及び資金不足比率 

制度のあらましと令和６年度の算定結果 

「続いて健全化判断比率と資金不足比率をみていこう。健全化判断比率は、実質赤字比率、連結

赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率があって、資金不足比率をあわせると５つの比率があ

るんだ。この比率は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づいて算定した指標を公表

することが義務付けられているんだ。これは地方自治体の財政破綻を未然に防ぐために財政の健

全性を判断し、悪化した場合には早期の健全化につなげるためのものなんだ。それまでの制度と

は異なり、特別会計や地方自治体が加入する一部事務組合なども指標算定の際の対象に含まれて

いるんだよ。」 

「なんだかたくさん比率があるのね。それぞれの指標が悪化するとどうなってしまうの？」 

「これらの比率が悪化して、国が定めた財政再生基準を超えてしまうと、夕張市のように財政再

生団体となってしまって、財政健全化計画を定めるなどして悪化した市の財政を建て直していか

ないといけないんだ。また、公営企業については、会計ごとに資金不足比率を算定することにな

っていて、経営健全化基準が定められているんだ。」 

「そうなのね・・・。昭島市の比率は大丈夫なのかしら。」 

「昭島市の令和６年度の健全化判断比率・資金不足比率の状況は下記の表のとおりだよ。各指標

それぞれの算定方法などについては次ページ以降でみていこう。」 

 

健全化判断比率と早期健全化基準 

指標の名称 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 26市平均 

実質赤字比率 － 12.07％  20.00％  － 

連結実質赤字比率 － 17.07％  30.00％  － 

実質公債費比率 0.4％ 25.0％  35.0％  1.5％  

将来負担比率 － 350.0％  － － 

※実質赤字額・連結実質赤字額がない場合及び将来負担比率が算定されない場合は「－」と表していま

す。 

 

資金不足比率と経営健全化基準 

指標の名称 資金不足比率 経営健全化基準 26市平均 

中神土地区画整理事業特別会計 － 20.0％  

－ 水道事業会計 － 20.0％  

下水道事業会計 －                         20.0％  

※資金不足額がない場合は「－」と表しています。 
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実質赤字比率 

「まず、実質赤字比率だよ。実質赤字比率は、市の財政規模（標準財政規模✐）に対する一般会

計の赤字額の割合を示しているんだ。家計に例えると、１年間の収入と支出を比べて、赤字にな

った額が家計の規模に対してどのくらいの割合だったのかを示す指標なんだ。令和６年度決算に

おいては黒字となり、実質赤字比率は算定されなかったんだ。」 

 

連結実質赤字比率 

「次に連結実質赤字比率だよ。連結実質赤字比率は、市の財政規模に対する全会計の赤字額の割

合を示しているんだ。家計に例えると、仕送りを受けて一人暮らしをしている子どもなど、お金

のやりとりのある世帯をあわせて１年間の収入と支出を比べて赤字になった額が、主の世帯の家

計の規模に対してどのくらいの割合だったのかを示す指標なんだ。令和６年度決算においては、

全ての会計で黒字となり、合計すると7,496,516千円の黒字となったんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「昭島市はどちらの指標も黒字だから安心ね。他の指標はどうなのかしら。」 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

実質赤字額 ： 歳入から歳出を単純に引いた「形式収支」から翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収支が赤字に

なった場合の、当該赤字額を言います。ただし、地方公営企業法が適用される水道事業会計の赤字額は、

企業債を除く流動負債から流動資産の額を差し引いた額。また、法非適用宅地造成事業の中神土地区画

整理事業特別会計は、実質収支と土地収入見込額の合計が赤字になった場合の額となります。 

標準財政規模 ： 普通交付税の算定にあたり、市税や地方消費税交付金などの一般財源（何にでも使えるお金）の収入額が

どのくらいの規模であるかを示す数値を言い、各自治体の財政規模を表します。なお、国の財源が不足して

いるため普通交付税の代わりに臨時的に発行できるとされた借金（臨時財政対策債）の額を含みます。 

一般会計 の 実質赤字額✐ 

25,202,086 ( 参考 ) 実質黒字額 が 1,370,457 千円 でしたので 、 

    実質黒字比率 を 算定 すると 5.43 ％ となります 。 

＝ 

な 
  

し 

標準財政規模 

実質赤字比率 （％） 

－ 

参考：全会計の赤字額内訳　　

一般会計・中神駅北側地域整備事業特別会計：なし (1,370,457)

国民健康保険特別会計 ：なし (228,753)

介護保険特別会計 ：なし (216,633)

後期高齢者医療特別会計 ：なし (38,960)

中神土地区画整理事業特別会計 ：なし (64,747)

水道事業会計 ：なし (3,889,123)

下水道事業会計 ：なし (1,687,843)

連結実質赤字比率(%)

－

実質黒字額が7,496,516千円でした
ので、実質黒字比率を算定すると

29.74％となります。

全会計の実質赤字額

25,202,086

（参考）

な　　し

＝

標準財政規模

（単位：千円） 
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実質公債費比率 

「次に実質公債費比率だよ。実質公債費比率は、市税のような毎年入ってくるような収入に対し

て、特別会計や市が関係する組合（多摩地域のごみを処理している組合など）などを含めたすべ

ての借金を市がどれだけ負担しているかを示す割合のことなんだ。」 

「？？？」 

「私たちの家計に例えてみよう。私たちの家計を１年単位で見て、給料などの収入に対して、住

宅ローンなどの借金返済額がどのくらい占めているかを示す割合のことなんだ。なお、前3か年

の平均値を令和６度決算の実質公債費比率として扱うんだ。」 

「それなら少し身近に感じられるわね。」 

「そうだね。ちなみに、令和６年度の実質公債費比率は、借金返済額等の減より、特定財源・普

通交付税の減が大きく、分子の数値が増となったことなどから、令和６年度単年度の数値が前年

度より増となったんだ。令和３年度に算定された単年度の数値と比較すると０.４ポイント増加し

たことから、前年度と比較して0.２ポイント増の０.４％となったんだ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

借金返済額 

等 

： 通常、借金返済額（公債費）として扱うものは一般会計が直接支出する借金返済額だけですが、実質的に借金返済額と考えら

れるもの（実質公債費）として、特別会計や一部事務組合の借金返済に充てるために一般会計が支払った額や、公債費に準ず

る債務負担行為に係る支払額（例えば土地開発公社から市が買い戻す土地の代金など）を、この指標では含みます。 

特定財源 ： 使途が定められていて他には使えない収入 (都市計画事業のための借金返済に充てることができる都市計画税など)。 

普通交付税 

措置額 

： 臨時財政対策債など普通交付税算定上の需要（支出）額に含まれる借金返済額のことです。これらは国の施策による借金で

あり、実質公債費比率の計算において、分母・分子ともに差し引くことになっています。 

0.9 0.5 0.2 0.2 0.3 0.5 0.4 0.3 0.2 0.4
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27 28 29 30 元 2 3 4 5 6

％

年度

実質公債費比率の推移

昭島市 26市平均 全国市区町村平均（令和６年度は未発表）

※令和６年度の26市平均の数値は令和７年９月30日時点での都の速報値です。 

 

参考：借金返済額等内訳　　　　 参考：特定財源・普通交付税措置額内訳　

一般会計が直接支払った借金返済額 ： 特定財源 ： 631,586

特別会計の借金返済に充てるための繰出金 ： 交付税措置額 ： 1,309,504

一部事務組合の借金返済に充てるための負担金 ：

令和６年度 令和４年度

0.49535 0.33037

1,768,904

＝

実質公債費比率
（単年度）（％）

0.49535

856

289,682

（小数点２位以下切捨て）

÷ 3 ＝

実質公債費比率
　　　　　　（％）

0.4

＋
0.44432

令和５年度

＋

特定財源・普通交付税措置額

1,941,090

普通交付税措置額

1,309,504

借金返済額等

2,059,442

―

標準財政規模

25,202,086

―

✐ ✐ 



 

 

 

 
26 

 

  

将来負担比率 

「次に将来負担比率だよ。将来負担比率は、市税のように毎年入ってくるような収入に対して、

今後支払う予定のある借金や引当金などを市がどれだけ負担しているのかを示す割合のことだ

よ。これも家計に例えてみよう。住宅ローンなどの借金の残高等から貯蓄してきた貯金等を差し

引いた額がどれぐらいの割合なのかを示しているんだ。つまり、負担しなくてはいけないお金が、

これから先の将来の家計をどれだけ圧迫するのかを示す比率なんだ。」 

「そうなのね。昭島市は比率が算定されなかったから安心ね。前年度と比べてはどうだったの？」 

「令和６年度の将来負担比率は、前年度に比べ一般会計の借金の残高や退職手当負担見込額が減

となったことにより将来負担額✐が減少したことなどから、将来負担額を充当可能財源等✐が上

回って、将来負担比率は算定されなかったんだ。なお、下記の計算式にそのまま当てはめて比率

を算定した場合、対前年度比8.4ポイント増の－45.1％になるんだ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

将来負担額 ： 実質公債費比率で扱った借金返済額等の残高にあたり、一般会計の借金の残高のほか、特別会計や一部

事務組合の借金の残高のうち繰出金や負担金といった形で一般会計が支払うと見込まれる額、債務負担行

為として既に支払契約を結んでいるものに対する今後の支払額及び職員の退職金などの総額になります。 

充当可能財源等 ： 年度毎に入ってくる一般財源以外で、借金返済に使える財源のことで、今ある貯金の額や、都市計画事業債

の返済に充てることができる都市計画税等の特定財源の今後の収入見込額です。 

なお、実質公債費比率と同様、普通交付税措置額は分母・分子ともに差し引くこととなっており、分子からは

今後措置される借金総額を、分母からはその年度に措置された返済額を差し引いています。 

-19.1 -14.6 
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27 28 29 30 元 2 3 4 5 6

％

年度

将来負担比率の推移

昭島市 26市平均 全国市区町村平均（令和６年度は未発表）

参考：将来負担額内訳　　 参考：充当可能財源等内訳

一般会計・中神駅北側地域整備事業特別会計の 充当可能基金 ：

借金の残高 ：

債務負担行為に基づく支出予定額 ： 充当可能特定財源 ：

特別会計の借金残高のうち一般会計支払見込額 ： 普通交付税措置額 ：

一部事務組合の借金残高のうち一般会計支払見込額 ：

職員退職金 ：

＝

　　　

19,534,800

4,113,115

将来負担額

標準財政規模

22,934,061

1,309,50425,202,086

16,296,797

3,386

1,731,581

4,799,677

102,620

10,084,266

－

－

－

充当可能財源等

33,732,181

普通交付税措置額
（参考）

将来負担比率（％）

充当可能財源等が将来負担額を上
回り、将来負担比率はありません
でしたが、計算式にそのまま当て
はめると－45.1％となります。
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資金不足比率 

「最後の比率は、資金不足比率だよ。資金不足比率は、公営企業の事業規模に対する資金不足額

✐（赤字額）の割合を示していて、公営企業会計の赤字額が増えると比率も上昇するんだ。昭島

市は、水道事業と下水道事業、中神土地区画整理事業の３つの会計が対象となっているよ。全て

の公営企業会計において、資金不足額（赤字額）は発生していないため、資金不足比率は算定さ

れなかったんだ。」 

「どの会計においても赤字がなくて、健全な状態ということがわかって安心したわ。」 

（1）中神土地区画整理事業特別会計 

 

 

 

 

 

（2）水道事業会計 

 

 

 

 

 

 

 

（3）下水道事業会計 

資金不足額

1,680,727

資金剰余額が1,687,843千円でしたので、資金剰余比
率を算定すると100.4％となります。

（参考）

－
資金不足比率(%)

＝
－

事業の規模

 
「健全化判断比率はいずれも早期健全化基準を大きく下回り、資金不足額についても発生してお

らず、これらの指標では昭島市の財政状況は健全であることを示す結果となったんだ。実質赤字

比率、連結実質赤字比率及び資金不足比率は、単年度の収支の状況を表すもので、赤字になって

はいないけど、財政構造の弾力性を表す経常収支比率は高く、財政の硬直化が進んでいる状況に

あるんだ。また、実質公債費比率及び将来負担比率は、借金（負債）の単年度及び将来に係る状

況を表すものだけど、基準を下回っているとはいえ特例地方債が残高の半分以上を占めている現

状にあるから、特例地方債の借入れに頼らない自立した財政運営が求められるんだ。」 

✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 用語解説 ✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐✐ 

資金不足額 ： 中神土地区画整理事業特別会計は、実質赤字額と同じです。水道事業会計及び下水道事業会計では、

企業債を除く流動負債から流動資産の額を差し引いた額となります。 

事業の規模 ： 営業収益の額から受託工事収益の額を差し引いた額（又はそれに相当する額）のことです。なお、中神土

地区画整理事業特別会計では、実質黒字額と土地収入見込額の合計額となります。 

資金不足額

64,747

資金剰余額が64,747千円でしたので、資金剰余
比率を算定すると100.0％となります。

（参考）

－
資金不足比率(%)

＝
－

事業の規模

資金不足額

1,619,809

（参考）

－
資金不足比率(%)

＝
－

事業の規模
資金剰余額が3,889,123千円でしたので、資金剰

余比率を算定すると240.0％となります。

✐ 
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今後の財政の健全化に向けて 

昭島市の財政状況については、令和６年度決算では、税連動交付金や地方特例交付金の

増はあるものの、定額減税や特定企業の収益減等により個人市民税、法人市民税が減とな

った。また、普通交付税が不交付となったことも影響し、歳入が減となった。一方、水道

料金・下水道使用料減免事業など物価高騰対策に係る事業や、学校給食費無償化事業など

の子育て支援策の増はあるものの、学校給食共同調理場整備事業や庁舎外壁等改修工事の

減などにより、歳出も減となった。こうした結果、財政調整基金８億円の取崩しにより財

源補塡をせざるを得ず、依然として大変厳しい状況にあります。令和７年度においても、

当初予算では財源補塡のため、財政調整基金や公共施設整備等資金積立基金からの繰入れ

をあわせ３４億３千万円の計上を行い、その後の補正予算を経た現在は、当初予算と比較

して8億1千万円減の２6億2千万円となっています。 

こうした中、令和７年度の歳入においては、定額減税が復元した市税をはじめとし、一

定の増となる見通しとなっております。しかしながら、歳出において、物価高騰や労務単

価の上昇等による経常経費や公共施設整備事業の増、脱炭素化や自治体ＤＸの取組、子育

て支援関連事業など、引き続き多額の財政需要が見込まれています。今後については更に

公共施設等総合管理計画及び個別施設計画を受けて、公共施設の更新等に係る経費が見込

まれる状況であり、国・都支出金などの特定財源の積極的な確保に努めた上で、基金の取

崩しや市債の借入れに頼らざるをえない厳しい状況がしばらく続くものと見込まれます。 

このような状況にあっても、物価高騰対策や多発する自然災害等、目まぐるしく変化す

る社会環境の中で生じる新たな行政課題に取り組むとともに、質の高い魅力にあふれた「新

しい昭島」のまちづくりを進めていくため、これまで以上に国・都支出金をはじめとした

財源の確保に努めるほか、限られた財源のさらなる有効活用を図り、着実かつ効果的に各

種施策を推進することが重要となります。 

今後とも市民福祉の維持増進を図り、適正で効率的なサービスを将来にわたって継続的・

安定的に提供するために、行財政改革を推進しながら、将来を見据えた計画的な財政運営

に努めてまいります。 

昭島市では、昭島市公式ホームページや広報紙で、下記の財政情報を公表しています。 

□公式ホームページ  

当初予算大綱・概要、補正予算概要 

上半期財政状況・下半期財政状況・決算状況 

決算カード、財政状況資料集、比較分析表 

健全化判断比率及び資金不足比率の状況 

財政白書（昭島市の財政） 

やさしい昭島市の財政（令和３年度決算以前）、財務書類、昭島市中期財政計画 

□広報あきしま 当初予算：４月１日号      決算：10月15日号 

   上半期財政状況：12月１日号  下半期財政状況：６月１日号 

   ※広報でのお知らせ時期は前後することがあります。 

□編    集   企画部財政課 

 


